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【手続補正書】
【提出日】令和3年7月15日(2021.7.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
非磁性支持体の一方の表面側に強磁性粉末を含む磁性層を有し、他方の表面側に非磁性粉
末を含むバックコート層を有し、かつ前記非磁性支持体と前記磁性層との間に非磁性粉末
を含む非磁性層を有する磁気テープであって、
前記非磁性層の厚みは０．１０μｍ以上１．５０μｍ以下であり、
前記磁性層の表面ゼータ電位の等電点は３．８以下であり、かつ
前記バックコート層の表面ゼータ電位の等電点は３．０以下である磁気テープ。
【請求項２】
前記磁性層の表面ゼータ電位の等電点は２．５以上３．８以下である、請求項１に記載の
磁気テープ。
【請求項３】
前記バックコート層の表面ゼータ電位の等電点は２．０以上３．０以下である、請求項１
または２に記載の磁気テープ。
【請求項４】
前記磁性層は、酸性基を有する結合剤を含む、請求項１～３のいずれか１項に記載の磁気
テープ。
【請求項５】
前記酸性基は、スルホン酸基およびその塩からなる群から選ばれる少なくとも一種の酸性
基を含む、請求項４に記載の磁気テープ。
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【請求項６】
前記バックコート層は、酸性基を有する結合剤を含む、請求項１～５のいずれか１項に記
載の磁気テープ。
【請求項７】
前記酸性基は、スルホン酸基およびその塩からなる群から選ばれる少なくとも一種の酸性
基を含む、請求項６に記載の磁気テープ。
【請求項８】
前記非磁性層の厚みは、０．１０μｍ以上１．００μｍ以下である、請求項１～７のいず
れか１項に記載の磁気テープ。
【請求項９】
請求項１～８のいずれか１項に記載の磁気テープを含む磁気テープカートリッジ。
【請求項１０】
請求項１～８のいずれか１項に記載の磁気テープと、磁気ヘッドと、を含む磁気テープ装
置。


	header
	written-amendment

